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小

序

注
端
明
、
少
従
焦
援
先
生
。
注
既
達
、
従
宗
呆
問
禅
。
憐
焦
之
老
、
欲
進
之
以
禅
。
因
勧
焦
登
径
山
見
宗
呆
。
呆
挙
、
寂
然
不
動
、
感
而

遂
通
天
下
。
焦
日
、
和
尚
不
可
破
句
読
書
。
不
契
而
帰
。
〔朱
子
文
集
〕
余
謂
、
禅
僧
之
援
儒
書
、
莫
不
破
句
。
若
欲
連
章
終
篇
精
密
説
之
、

則
支
撹
擬
碍
、
不
得
逞
其
狂
誕
奇
怪
姦
弁
邪
説
、
盤
惑

一
世
士
大
夫
。
如
焦
先
生
者
、
可
謂
片
言
折
獄
　
。

*

端
明
殿
学
士
で
あ

っ
た
注
応
辰
は
、
若
い
頃
、
焦
援
先
生
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
注
氏
は
栄
達
し
て
か
ら
宗
呆
に
つ
い
て
禅
を
修
め
た
が
、

焦
先
生
が
年
老
い
た
の
を
気
の
毒
に
思
い
、
先
生
に
も
禅
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
思

っ
た
。
そ
こ
で
焦
先
生
に
径
山
に
登

っ
て
宗
呆
に
会

う
よ
う
勧
め
た
。
宗
呆
が

『
易
』
(繋
辞
上
伝
)
の

「
ひ
っ
そ
り
と
し
て
動
か
な
い
が
、
感
応
し
た
な
ら
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
通
じ
る
」

と
い
う
言
葉
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
、
焦
先
生
は
言

っ
た
、
「和
尚
鴇

文
章
を
ち
ょ
ん
ぎ

っ
て
書
物
を
読
ん
で
は

い
け
な
い
」
。
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そ
し
て
意
見
が
合
わ
な
い
ま
ま
帰

っ
て
し
ま

っ
た
〔以
上
、
『朱
子
文
集
』
か
ら
の
引
用
〕
。
私
が
思
う
に
、
禅
僧
が
儒
教

の
書
物
を
引
用
す
る

と
き

に
は
、
必
ず
文
章
を
ち
ょ
ん
ぎ

っ
て
い
る
。
も
し

一
つ
の
文
章
を
最
後
ま
で
通
し
て
精
密
に
解
釈
し
て
み
る
な
ら
、
理
屈
が
通
ら
な

よ
こ
し
ま

い
こ
と
ば
か
り
に
な
る
か
ら
、
そ
の
で
た
ら
め
で
あ
や
し
げ
な
考
え
を
逞
し
く
し
て

邪

な
こ
と
を
説
き
、

一
世

の
士
大
夫
を
惑
わ
す
こ

と
な
ど
出
来
な
く
な
ろ
う
。軋
焦
先
生
ほ
ど
の
お
方
は
、
「ほ
ん
の

一
言
で
訴
訟
を
裁
く
者
」
と
言
え
よ
う
。

*

○
注
端
明
11
注
応
辰
は
上
篇

〔五
〕
に
既
出
。
端
覗
は
端
明
殿
学
士

(翰
林
学
士
の
下
位
)
の
こ
と
。
応
辰
は
端
明
殿
学
士
と
し
て
平
江

府
の
知
事
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

○
焦
援
ー

『
朱
子
語
類
』
の
原
文
の
注
に

「焦
、

名
は
援
、

字
は
公
路
。

南
京
の
人
。

清
修
苦
節
の
士
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

(典
拠
は
次
注
、
参
照
)。

○
朱
子
文
集
11

『
朱
子
語
類
』

の
誤
り
。
引
用
の
原
文
は
、
『
朱
子
語
類
』
巻

二
ニ
ニ

(和
刻
本

・
14
a
、
明
版

.
11
a
)
に
見
え
る
。

さ
だ

○
片
言
折
獄
ー-

『
論
語
』
顔
淵
第
十
二

(第
=
一段
)
の

「片
言
以
て
獄
を
折
む
べ
き
者
は
、
其
れ
由

(子
路
)
な
る
か
」
の
語
を
踏
ま
え
る
。

〔
一
〕

第

一
則

批

判

大
学
之
道
、
在
明
明
徳
、
在
新
民
、
在
止
至
善
。
知
止
而
後
有
定
、
定
而
後
能
静
、
静
而
後
能
安
、
安
而
後
能
慮
、
慮
而
後
能
得
。
此

是
聖
学
之
綱
領
、
煉
心
之
実
法
、
而
孔
門
之
秘
訣
也
。
明
徳
馨
如

一
穎
真
珠
。
円
明
寂
浄
、
都
無
差
別
之
相
。
以
体
明
故
、
対
物
時
、

能

現

一
切
色
相
。
色
自
有
差
別
、
而
珠
無
変
易
也
。
自
得
之
術
、
在
止
定
静
安
慮
五
者
。
是
与
吾
門
之
静
坐
工
夫
同
。
即
錬
心
之
活
法

也
。
自
明
徳
至
能
得
、
全
用
回
文
句
法
也
。
蓋
聖
者
之
属
辞
也
、
製
作
参
天
地
、
意
匠
自
則
陰
陽
運
行
之
気
象
、
而
摘
藻
。
太
可
玩
味
　
。

明
明
徳
即
親
民
、
即
止
至
善
。
知
止
、
則
定
静
安
慮
無
所
不
自
得
　
。
旨
義
明
白
、
不
費
解
也
。
程
子
謂
、
仏
氏
有
明
徳
而
無
親
民
。
拠
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此
、
仏
学
無
親
民
也
。
胡
敬
斎
日
、
禅
家
在
空
虚
中
見
得

一
箇
仮
物
事
、
以
為
識
心
見
性
、
以
為
不
生
不
滅
、
其
実
未
嘗
識
心
、
未
嘗
見

性
也
。
只
如
漢
武
帝
見
李
夫
人
、
非
真
見
者
也
。
拠
此
、
則
仏
不
徒
無
親
民
、
併
明
徳
無
之
。
筍
明
程
子
胡
氏
之
説
、
則
知
洪
川
牽
強
傅

会
之
所
原
焉
。
且
洪
川
以
此
章
為
回
文
句
法

・
聖
賢
摘
藻
之
妙
。
夫
回
文
者
、
言
其
文
句
之
回
環
耳
。
如
洪
川
之
説
、
可
謂
之
倒
観
　
。

此
等
三
尺
童
子
亦
能
弁
之
。
彼
以
文
詞
自
奄
、
而
其
誤
如
此
。
亦
可
笑
哉
。

*

た
い
じ
ん

『
大
学
』
に
言
う
、
「大
人
の
学
問
の
道
は
、

明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
徳
を
他
人
に
推
し
及
ぼ
し
て
人
々
を

目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
至
善
に
止
ま
る
こ
と
に
あ
る
。
止
ま
る
所
が
分
か
れ
ば
志
向
が
定
ま

り
、
志
向
が
定
ま
れ
ぼ
心
が
静
か
に
な
り
、
心
が
静
か
に
な
れ
ば
ど
の
よ
う
な
境
遇
に
お
い
て
も
安
ら
か
と
な
り
、
安
ら
か
で
あ
れ

ば
物
事
に
対
し
て
思
慮
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
、
思
慮
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ

る
」。
洪
川
は
言
う
、
「以
上
は
儒
学
の
綱
領
で
あ
り
、
心
を
鍛
錬
す
る
着
実
な
方
法
で
あ

っ
て
、
孔
子
門
下
の
奥
義

で
あ
る
。
明
徳

と
言
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど

一
粒
の
真
珠
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ん
丸
で
曇
り
が
な
く
、
静
か
で
清
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
も
の
自

体

に
は
こ
れ
と
い
う
姿
形
が
な
い
。
だ
が
、
本
体
が
明
ら
か
で
曇
り
が
な
い
か
ら
、
事
物
に
対
し
た
と
き
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
色
や
形

を
映
し
出
す
。
そ
の
映
し
出
さ
れ
た
色
や
形
は
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
真
珠
そ
の
も
の
に
は
何
の
変
化
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
明

徳
を
体
得
す
る
方
法
は
、
こ
こ
に
言
う
止

・
定

・
静

・
安

・
慮

の
五
つ
に
あ
る
。
こ
れ
は
我
が
禅
門
の
静
坐
の
修
行
と
同
じ
で
あ
り
、

心
を
鍛
錬
す
る
活
き
た
方
法
で
あ
る
。
本
文
の

「明
徳
」
か
ら

「能
得
」
ま
で
は
、
全
て
回
文
の
句
法
を
用
い
て
い
る
。
思
う
に
、

聖
者
が
文
章
を
綴
る
際
に
は
、
文
章
を
作
る
そ
の
こ
と
自
体
が
、
天
地
の
万
物
生
成
に
参
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
構
想
は
陰
陽

の
気
の
運
行
の
有
様
に
則

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
く
よ
く
玩
味
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

『
大
学
』
の
本
文
の
意
味
は
、

「明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、

と
り
も
な
お
さ
ず
人

々
に
親
し
む
こ
と
で
あ
り
、

至
善
に
止
ま
る

こ
と
で
あ

っ
て
、
止
ま
る
所
が
分
か
れ
ば
、
志
向
の
安
定
、
心
の
静
け
さ
、
安
ら
か
さ
、
思
慮
を
尽
く
す
こ
と
も
、
全
て
体
得
で
き
る
」
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
意
味
は
明
白
で
あ
り
、
説
明
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

程
子
は
言

っ
て
い
る
、
「仏
氏
は
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
や
る
が
、
民
に
親
し
む
こ
と
が
な
い
」
と
。
そ
の
通
り
だ
と
す
れ
ぱ
、
仏
学
に
は
民
に
親
し
む
と
い
う
こ
と
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

胡
敬
斎
は
言
っ
て
い
る
、

「禅
家
は
何
も
な
い
所
に
仮
染
め
の
物
事
を
見
て
取
り
、

そ
れ
を
自
己
の
本
性
を
悟

っ
た
と
し
、

生
じ
る
こ
と

も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
悟
り
の
境
地
だ
と
す
る
が
、
そ
の
実
、
本
性
を
悟

っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
漢
の
武
帝
が
、
死
ん
で

し
ま

っ
た
恋
し
い
李
夫
人
の
霊
魂
を
見
た
よ
う
に
、
本
当
に
見
た
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
。
そ
の
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
仏
教
は
単
に

民
に
親
し
む
と
い
う
こ
と
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
ま
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
し
程
子
や
胡
氏
が

言

っ
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
る
な
ら
ぼ
、
洪
川
の
牽
強
付
会

の
説
の
根
拠
も
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
洪
川
は
、
こ
の

『
大
学
』
の
文
章
を
、

回
文

の
句
法
を
用
い
た
聖
賢
の
文
章
作
り
の
妙
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
回
文
と
い
う
の
は
、
上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
も

ぎ

や
く
も
ど
り

中
央

か
ら
旋
回
し
て
読
ん
で
も
意
味
を
な
す
文
章
語
句

の
こ
と
を
言
う
に
他
な
ら
な
い
。
洪
川
の
説
な
ら
ば

倒

観

と
で
も
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
と
な
こ
と
は
小
さ
な
子
供
で
も
見
分
け
ら
れ
る
。
彼
は
詩
文
が
上
手
だ
と
鼻
に
か
け
な
が
ら
、
こ
ん
な
間
違
い
を
し
で
か
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
た
笑
止
千
万
で
あ
る
。

*

○
大
学
之
道
ー
以
下
、
『
一
瀾
』
巻
下

の

「明
徳
第

一
則
」
(刊
本
・
-
a
～
b
、
訳
注
本

・
第
五
六
段
)
か
ら
の
引
用
。

○
参
天
地
11

『
礼
記
』
孔
子
問
居
第
二
十
九
の

「三
王
の
徳
は
天
地
に
参
ず
」
な
ど
に
依

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
親
民
11
周
知
の
通
り
、
程
伊
川

・
朱
子
は

「親
」
の
字
を

「新
」
に
改
め
て

「民
を
新
た
に
す
る
」
の
意
だ
と
し
て
お
り
、
洪
川
が

引
用
を

「新
民
」
と
し
て
い
る
の
は
、
朱
子
学

の
説
に
従

っ
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

一
方
、
沢
潟
は
陽
明
の

『古
本
大
学
』

に
則

っ
て

「民
に
親
し
む
」
と
解
釈
す
る
立
場
か
ら
立
論
し
て
お
り
、
両
者
の
立
場
の
相
違
が
良
く
現
わ
れ
て
い
る
。

○
程
子
謂
ー
典
拠
未
詳
。

○
胡
敬
斎
日
11
胡
居
仁

(
一
四
三
四
～
八
四
)、
字
は
叔
心
、

号
は
敬
斎
。
呉
与
弼

の
弟
子
で
、
生
涯
、
程
朱
学
を
信
奉
実
践
し
た
明
代
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の
朱
子
学
者
で
あ
り
、
ま
た
同
門
の
陳
白
沙
を
禅
学
と
し
て
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
著
書
に

『
居
業
録
』

八
巻

(和
刻
本
は
四

巻
)
・
『胡
敬
斎
先
生
文
集
』
三
巻
(共
に
正
誼
堂
全
書
)
・
『
易
像
鉛
』
十
八
巻

(四
庫
全
書
珍
本
初
集
)
が
あ
る
。
引
用

の
前
半
は

『居
業

録
』
巻
二

(56
a
～
b
、
和
刻
本
近
世
漢
籍
叢
刊
続
編

・
第
八
冊
・
中
文
出
版
社

・
一
九
七
五
)、
後
半

の

「只
如

漢
武
帝
」
以
下
は
巻

一

(14
a
)
に
見
え
る
。

○
漢
武
帝
見
李
夫
人
11

『漢
書
』
巻
九
七
上
の

「外
戚
伝
第
六
七
上
」
(中
華
書
局

・
校
点
本
・
三
九
五
二
頁
)
に
見
え
る
話
。

武
帝
は
早

逝
し
た
李
夫
人
に

一
目
会
い
た
か
っ
た
の
で
、
霊
魂
を
呼
び
出
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
方
士
の
少
翁
の
言
う
通
り
、
夜
、
幕
を
張
り

明
り
を
つ
け
、
ご
馳
走
を
用
意
し
て
、
幕

の
中
で
待

っ
て
い
た
。
す
る
と
李
夫
人
に
似
た
美
し
い
女
性
の
坐

っ
た
姿
が
幕

の
中
に
現

わ
れ
て
、
歩
い
て
出
て
行

っ
て
し
ま
い
、
二
度
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
。

○
回
文
11
廻
文

・
回
文
詩

・
廻
文
体
な
ど
と
も
言
わ
れ
る
。
詩
の
別
体
で
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
排
列
し
た
詩
句
を
、
最
初
か
ら
読
ん

で
も
最
後
か
ら
読
ん
で
も
中
央
か
ら
旋
回
し
て
読
ん
で
も
、
意
味
が
有
り
、
平
灰
や
韻
が
整

っ
て
い
る
も
の
の
こ
と
。
そ
の
代
表
的

な
例
と
し
て
、
前
秦
の
蘇
伯
玉
の
妻
の

「盤
中
詩
」
や
、
寳
酒
の
妻
、
蘇
意

の

「號
磯
図
」
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

○
倒
観
ー

『
大
学
』

の
本
文
が
、
「明
明
徳
」
か
ら
説
き
始
め
て

「
至
至
善
」
ま
で
説
き
至
り
、
「知
至
」
か
ら
内
容
的
に
逆
戻
り
し
て

「能
得
」
で

「明
明
徳
」
の
地
点
に
帰

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔二
〕

第

五

則

批

判

曾
参
有
病
。
召
門
弟
子
日
、
啓
予
足
、
啓
予
手
。
詩
云
、
戦
戦
就
就
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
。
而
今
而
後
吾
知
免
夫
、
小
子
。
這
翁

臨
生
死
代
謝
之
際
、
警
示
門
人
、
有
此
妙
密
之
伎
禰
。
古
往
今
来
、
縫
抜
門
中
、
見

一
人
　
。
諸
家
以
蕾
免
干
殿
傷
之
事
見
曾
参
。
可

惜
、
未
尽
曾
参
在
。
学
者

不
可
不
知
也
。
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明
華
鳳
超
、
国
命
改
革
後
、
杜
門
読
易
。
有
告
其
不
剃
髪
者
。
執
至
金
陵
、
不
屈
而
論
死
。
〔東
林
列
伝
〕
正
与
是
章
相
発
。
此
等
義
理
、

禅
者

渾
不
知
也
。

*

『
論
語
』
(泰
伯
第
八
)
に
言
う
、
「曾
参
は
病
気
に
な
り
、
門
人
た
ち
を
呼
ん
で
遺
言
し
た
、
「私
の
足
を
見
よ
、
私
の
手
を
見
よ
。

こ
れ
ま
で
は

『
詩
経
』
(小
雅

・
小
暴
篇
)
に
あ
る
よ
う
に

「恐
れ
慎
む
こ
と
、
深

い
淵
に
臨
む
が
ご
と
く
、
薄

い
氷
を
履
む
が
ご
と

く
」
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
の
様
な
心
配
も
な
く
な
る
な
あ
、
お
前
た
ち
」
と
。
洪
川
は
言
う
、
「
こ
の
翁

(曾
参
)
は
、
死

ぬ
間
際
に
門
人
た
ち
に
注
意
を
与
え
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な
奥
深
く
絶
妙
な
腕
前
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今

日
に
至
る
ま
で
、

儒
者
た
ち

の
中
で
こ
れ
ほ
ど
の
者
は
、
た
だ
彼

一
人
で
あ
る
。
学
者
た
ち
は
、
身
体
を
傷

つ
け
な
か

っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
だ
け

曾
参
を
評
価
し
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
で
は
曾
参
を
完
全
に
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
道
を
学
ぶ
も
の
は
、
よ

わ
き
ま

く

よ
く

弁

え

て

お

か
ね

ば

な

ら

な

い
」
。

べ
ん
ぱ
つ

明

の
華

鳳

超

は
、

明

か
ら

清

へ
王
朝

が

替

わ

っ
た

後

、

門

を

閉

ざ

し

て

『
易

経
』

を

読

ん

で

い

た

が
、

彼

が

頭

を
剃

っ
て
辮

髪

(
頭

の

周
辺
部

の
髪
を
剃
り
、
中
央
部

の
髪

を
長
く
伸
ば

し
て
編

む
、
満
州

の
風
習
)

に

し

て

い
な

い
と

訴

え
た

者

が

い
た

た

め

に

、

捕

え
ら

れ

て
南

京

に

送
ら

れ
、

屈

服
す

る

こ
と

な

く

死

刑

に

な

っ
た
。

〔以
上

、
『
東
林
列
伝
』

か
ら

の
引
用
〕
こ

の

こ
と

は

、

ま

さ

し

く

『
論
語

』

の

こ

の
章

と

対

応

し
、

互

い

に
内

容

を

明

ら

か

に
し

あ

っ
て

い
る
。

こ

の
様

な

人

の
世

の
道

理
を

、

禅

者

は

全

く

分

か

っ
て

い
な

い

の
で

あ

る
。

*

0
曾
参
有
病
11
以
下
、
『
一
瀾
』
巻
下

の

「曾
参
第
五
則
」
(刊
本

・
5
a
、
訳
注
本
・
第
六
〇
段
)
か
ら
の
引
用
。

○
華
鳳
超
11
華
允
誠
、
字
は
汝
立
、
号
は
鳳
超
。

天
啓
二
年

の
進
士
。
高
墓
龍
の
門
人
。
著
と
し
て

『
高
忠
憲
公
年
譜
』

一
巻

(高
子

遺
書
付
録
)
が
存
す
る
。
そ
の
伝
は

『
明
史
』
巻
二
五
八

(中
華
書
局

・
校
点
本

・
六
六
四
八
頁
)
な
ど
に
見
え
る
。

○
東
林
列
伝
11

『
明
儒
学
案
』
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

同

『
学
案
』
巻
六

一

「東
林
学
案
四
」
の
鳳
超
の
条

(中
華
書
局
・
校
点
本

・
一
九



八
五
、

一
四
九
八
頁
)
に

ほ

ぼ

同

文

が

見

え

る
。

『
東

林

列

伝

』
巻

二

に
付

録

さ

れ

て

い
る
鳳

超

の
伝

(内
閣
文
庫
所
蔵
本

・
20
b
)

載

は
、

か

な

り

異

な

っ
た

内

容

と

な

っ
て

い
る
。

の
記

〔三
〕

第

七

則
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孟
朝
日
、
我
善
養
吾
浩
然
之
気
。
其
為
気
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
塞
乎
天
地
之
問
。
几
天
下
儒
流
、
読
孟
輌
浩
然
章
、

惣
乎
過
者
、
非
真
儒
人
　
。
山
野
疇
昔
逢
此
章
、
而
根
求
道
之
志
。
故
後
来
常
嘆
云
、
当
大
教
未
東
来
以
前
、
有
此
真
見
。
孟
輌
可
謂

生

而
知
之
者
。
試
問
、
二
十
九
字
、
但

一
字
有
用
生
知
之
全
力
処
。
作
塵
生
那

一
字
。

日
、
浩
然
之
気
、
腔
内

一
気
、
弥
満
干
万
世
者
、
果
然
耶
。
日
、
非
也
。
日
、
所
謂
廓
然
無
聖
者
、
是
耶
。
日
、
非
也
。
日
、
然
則
如
何
。

目
、
爾
欲
真
知
浩
然
之
気
、
須
潔
心
浄
身
入
吾
室
、
三
年
読
聖
賢
之
書
。
然
後
吾
将
告
其
概
略
　
。
王
陽
明
先
生
日
、
孟
子
集
義
養
気
之

説
、
固
大
有
功
於
後
学
。
然
亦
是
因
病
立
方
。
説
得
大
段
、
不
如
大
学
格
致
誠
正
之
功
、
尤
極
精

一
簡
易
、
為
徹
上
徹
下
万
世
無
弊
者
也
。

是
言
得
之
　
。
彼
所
問

一
字
、
指
我
字
耶
。
傅
会
所
云
惟
我
独
尊
之
説
耶
。
喝
。

*

孟
子
が
言

っ
て
い
る
、
「私
は
浩
然
の
気
を
き
ち
ん
と
養

っ
て
い
る
。

そ
の
気
は
、

こ
の
上
な
く
大
き
く
、

こ
の
上
な
く
強
く
、

正
し
い
心
で
養

っ
て
損
な
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
天
地
の
間
に
満
ち
満
ち
て
く
る
」
(公
孫
丑
・
上

.
第
二
段
)
と
。
洪
川
は
言
う
、
「
お

よ
そ
天
下
の
儒
者
で
、

『
孟
子
』

の
こ
の

「浩
然
の
章
」
を
何
気
な
く
読
み
過
ご
し
て
い
る
も
の
は
、

真
の
儒
者
で
は
な
い
。

私
は

昔
、
こ
の
章
に
出
会

っ
て
、
道
を
求
め
る
志
を
起
こ
し
た
。
だ
か
ら
後
年
、

い
つ
も
、
「仏
教
が
ま
だ
中
国
に
伝
わ
る
以
前
に
、
こ

の
様
な
本
物
の
見
識
を
備
え
て
い
た
と
は
、
孟
子
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
道
を
知

っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
」
と
賛
嘆
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
試
し
に
質
問
し
て
み
よ
う
。
本
文

の
二
十
九
字
の
中
で
、
た

っ
た

一
字
だ
け
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
道
を
知

っ
て
い
る
孟
子
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が

全
力

を

用

い

た
と

こ

ろ

が
あ

る

。

そ

の

一
字

と

は

、

ど

れ

で

あ

ろ

う

か
」
。

あ

る

人

が
質

問
し

て
言

っ
た

、

「
浩

然

の
気

と

い
う

の
は
、

永

遠

に
変

わ

る

こ
と

な

く

み

な

ぎ

っ
て

い
る

、

こ

の

一
身

の
体

内

の
気

の

こ

と

で

し

ょ
う

か
」
。

答

え
、

「
違

う
」
。

質

問

、

「
で

は
、

達

磨

が
言

っ
た

「
か

ら

り

と

し

て
聖

と

す

べ
き

も

の
も

な

い
」

と

い
う

の
が
、

そ

れ

で

し

ょ
う

か
」
。

答

え
、

「
違

う
」
。

質

問

、

「
で

は

一
体

ど
う

な

の

で
す

か
」
。

答

え
、

「
君

が

本

当

に

浩

然

の
気

を
知

り

た

い

と

思
う

の
な
ら

、

身

も

心

も

清

く

し

て

私

の
所

に

や

っ
て
き

て
、

三
年

の
問

、

聖

賢

(11

儒

教

)

の
書

物

を

読

み

な

さ

い
。

そ

う

し

た
ら

、

そ

の

大
体

の
所

を
教

え

て

や

ろ
う

」
。

王
陽

明
先

生

が
言

っ
て
お

ら

れ

る

、

「
『
孟

子
』

(
浩
然
の
章
)
の

「
道

義

を

行

な

っ
て
」
・
「
気

を
養

う

」

と

い
う

説

は
、

も

と

よ
り

後

の
学

者

に

大

い
に

功

績

が
あ

る
。

と

は

い

え
、

こ
れ

も

病

気

を

治

す

た

め

に

作

ら

れ

た

一
つ

の
処
方

箋

で
あ

っ

て
、

大

体

の

こ
と

が

説

か

れ

て

は

い
る

も

の

の
、

純

一

・
簡

易

で

、

上

下

を

貫

通

し
、

永

遠

に

間
違

う

こ

と

の
な

い
、

『
大

学

』

の
格

物

し
ゆ
ぎ
よ
う

・
致

知

・
誠

意

・
正

心

の

工
夫

に

は

及

ぼ

な

い
」

と
。

こ

の
言

葉

は
、

見

事

に
言

い
当

て
て

い
る

。

彼

が

質

問

し

て

い
る

一
字

と

い
う

の

い
わ
ゆ
る

は
、

「
我

」

の
字

を
指

し

た

も

の
で
あ

ろ
う

か
。

所

謂

「
唯

我

独

尊

」

の
説

に

こ
じ

つ
け

た

も

の
で
あ

ろ
う

か
。

喝

。

*

○
孟
輌

日
11

以

下

、
『
一
瀾

』

巻

下

の

「
浩

然

第

七

則

」

(刊
本

・
6

a
～
b
、
訳
注
本

・
第

六
二
段
)
か

ら

の
引

用
。

○
所

謂

廓

然

無

聖

11

『
伝

灯

録
』

巻

三

「第

二
十

八
祖

菩

提

達

磨

」

条

(富

一
・・。
一
⑩
ρ
)
お

よ

び

『
碧

巌

録
』

第

一
則

「達

磨

廓

然

無

聖

」

に
見

え

る
。

梁

の
武

帝

の

「如

何

な

る

か
是

れ
聖

諦

第

一
義

」

と

い
う

質

問

に
対

し

て

答

え

た

達

磨

の
言

葉

。

○
王
陽

明

先

生

日
ー

『
伝

習

録
』

巻

中

の

「答

謡

文

蔚

」

の
第

二
書

(漢
文
大
系
本

・

=

四
頁
)
か

ら

の
引

用

。

○
所

云
惟

我

独

尊

之

説

11

『
大
唐

西

域

記
』

巻

六

(日
臼

・8
・。
9
)
に

よ
れ

ば

、

釈

尊

は

生

ま

れ

て

す

ぐ

に

一
人

で

四

方

に

七
歩

ず

つ
歩

き

、

「
天
上

天

下

、

唯

我

独

尊

」

と

言

っ
た

と

い
わ

れ

る
。

○
喝

ー

全

集

本

範

は

無

し

。

刻

本

は

「
叫
」

に
作

る
。

巻

上

〔
六
〕

に
従

っ
て

「
喝

」

と

し

た
。
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四
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第

九

則
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孔
子
日
、
回
也
其
幾
乎
、
屡
空
。
至
誠
、
至
仁
、
至
道
、
皆
同
実
異
名
。
聖
得
之
以
為
聖
、
仏
得
之
以
為
仏
。
空
者
、
自
体
究
乎
至
誠

虚
明
之
理
、
而
中
心
無
妄
情
之
謂
。
達
磨
大
士
日
、
大
道
者
、
虚
懐
為
本
、
不
着
為
宗
、
是
也
。
孔
門
之
極
功
、
亦

一
轍
　
。
宋
儒
之

解
、
対
於
賜
不
受
命
而
貨
殖
之
語
、
以
空
為
空
置
。
取
意
太
浅
近
。
只
是
求
功
干
字
句
耳
。

至
誠
、
至
仁
、
至
道
、
皆
同
実
異
名
、
此
言
得
之
　
。
仏
得
之
以
為
仏
之
句
、
応
改
作
仏
謬
之
以
為
仏
也
。
夫
以
空
匿
不
動
其
心
、
其
心

何
嘗
不
空
乎
。
非
宋
儒
取
意
浅
近
。
浅
近
者
自
疑
之
耳
。
抑
以
屡
空
為
心
体
之
空
虚
、
貨
殖
両
字
、
如
何
解
之
。
亦
不
得
不
破
句
　
。

*

孔

子

が

言

っ
た
、

「
回

(
顔
淵
)
は

、

ま

あ
道

に
近

い
で
あ

ろ

う

か
。

し

ば

し

ば

空

し

い
」

(論
語

・
先
進
第
十

一
・
第
十
九
段
)

と
。

洪

川

は

言

う
、

「
至

誠

・
至
仁

・
至
道

と

い

っ
た
言

葉

は
、

す

べ

て

同
じ

も

の

の
別

名

で
あ

る

。

聖

人

は

こ
れ

を

手

に

い
れ

て

こ

そ

聖

人

と

な

り
、

仏

は

こ
れ

を

手

に

い
れ

て

こ
そ

仏

と

な

る

の

で
あ

る

。
空

し

い
と

い
う

の
は
、

至
誠

な

る
心

の
道

理

を

き

ち

ん

と

究

こ
こ
ろ

め
て
自
分
の
も
の
と
し
、

心
中
に
誤

っ
た
分
別
意
識
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

達
磨
大
士
の
言
葉
に
、
「大
道
と
は
、
懐
を
虚
し
く
す

し
ゆ
ぎ
よ
う

る
こ
と
を
根
本
と
し
、
物
事
に
執
着
し
な
い
こ
と
を
宗
旨
と
す
る
」
と
言

っ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
孔
子
門
下
の
功
夫
の
行

き
着
く
と
こ
ろ
も
、
仏
教
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
宋
代
の
儒
者
の
解
釈
は
、
『
論
語
』
の
下
文
の

「賜

(子
貢
)
は
天
命

び
ん
ぼ
う

に

安

ん

じ

な

い

で
金

儲

け
し

て

い

る
」

と

い
う

言

葉

と

対

比

さ

せ
て

、

「空

」

を

「
空

匿

」

の
意

だ

と

し

て

い
る

。

意

味

の
取

り
方

が

非
常

に
浅

は

か

で
あ

り

、

た

だ

言

葉

じ

り

だ

け

を

大

切

に
し

て

い
る

の
で

あ

る

」
。

「
至

誠

・
至
仁

・
至
道

と

い

っ
た

言

葉

は

、

す

べ

て

同

じ

も

の

の
別

名

で
あ

る
」

と

い
う

言

葉

は

的

を
得

て

い
る

が
、

「
仏

は

こ
れ

を

手

に

入

れ

て

こ

そ
仏

と

な

る
」

と

い
う

言

葉

は

、

「仏

は

こ
れ

を

取

り

違

え

て

こ
そ
仏

と

な

る
」

と
改

め

な

く

て

は

な

ら

な

い
。

そ

も

そ
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び
ん
ぽ
う

も
空
匿
と
い
う
こ
と
に
心
を
動
か
さ
な
い
と
す
れ
ぼ
、
そ
の
心
は
常
に
空
し
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
決
し
て
.
「宋
代
の
儒
者
は
、

意
味
の
取
り
方
が
浅
は
か
だ

っ
た
」

の
で
は
な
く
、
浅
は
か
な
輩
が
、
勝
手
に
疑

っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

「屡

々
空
し
」

と
い
う
言
葉
を
、
「
心
の
本
体
の
空
虚
」
の
意
と
す
る
な
ら
ば
、
「貨
殖
」
の
二
文
字
を

一
体
ど
う
解
釈
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
た

文
章
を
ち
ょ
ん
ぎ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

*

○
孔

子

日
ー

以

下

、
『
一
瀾

』

巻

下

の

「
顔

回

第

九

則

」

(
刊
本

・
7
b
～
8

a
、
訳
注
本

・
第
六
四
段
)

か
ら

の
引

用

。

o
達

磨

大

士

日
ー

典

拠

未

詳
。

似

た

文
章

と

し

て

は
、

『
少

室

六
門

』

第

五
悟

性

論

の
冒

頭

の

「
夫

れ

道

は

寂

滅

を

以

て

体

と

為

し

、

修

は
離

相

を

以

て
宗

と

為

す

」

(]りら
c◎
●も◎
刈
O
o
)
が

あ

る
。

○
宋

儒

之

解

11

朱

子

は

『
論
語

集

註

』

の
中

で
次

の
様

に

言
う

、

「
庶

(
ー

幾

)
は
近

な

り
。

道

に
近

き

を

言
う

な

り

。
屡

々
空

し

と

は

、

数

々
空

匿

に
至

る

な

り

。

貧
實

を

以

て

心

を
動

か

し

て
富

を
求

め

ず

。

故

に
屡

々
空

匿

に
至

る

な

り

。

其

の
道

に

近

く

し

て

、

又

た

能

く

貧

に
安

ん
ず

る

を

言

う

な

り
」
。

〔
五
〕

第
十

二
則
批

判

孟
朝
日
、
尽
其
心
者
、
知
其
性
也
。
知
性
則
知
天
　
。
日
天
、
日
仏
、
日
性
、
日
菩
提
、
日
至
誠
、
日
真
如
、

一
　
。
無
不
得
之
之
聖

哲
、
無
不
得
之
之
仏
祖
。
孟
朝
深
知
其
実
而
区
別
、
日
性
、
日
天
。
亦
甚
好
。
只
恨
不
日
見
性
。
山
野
尋
常
云
、
知
性
者
多
、
見
性
者

少
。
知
性
則
不
過
知
天
。
見
性
則
得
天
。
皮
下
有
血
底
、
莫
等
閑
看
予
語
哉
。

性
惟
可
知
而
不
可
見
。
心
惟
可
尽
而
不
可
識
。
程
子
目
、
聖
人
本
於
天
、
釈
氏
本
於
心
。
儒
釈
氷
炭
柄
墾
、
於
是
可
見
　
。
其
以
緒
余
土

芭

治
天
下
国
家
之
説
、
是
老
仏
之
大
病
。
正
所
以
不
能
治
天
下
国
家
。
其
罪
畢
寛
坐
不
能
知
性
　
。
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*

わ
か

わ
か

わ
か

孟

子

が

言

う

、

「
自

分

の
心

を

尽

く

す

人

に

は
自

分

の
本

性

が
知

る
。

本

性

が
知

れ

ば

、

そ

れ

を

賦

与

し

て

く

れ

た

天

が
知

る
」

(尽
心

・
上

・
第

一
段
)

と

。

洪

川

は

言

う

、

「
天

と

言

い
、

仏

と

言

い
、

性

と

言

い
、

菩

提

と
言

い
、

至

誠

と

言

い
、
真

如

と

言
う

が
、

す

べ
て

一
つ
で
あ

る
。

こ

れ
を

手

に

入
れ

て

い
な

い
聖

哲

は

な

い
し
、

こ

れ
を

手

に

入
れ

て

い
な

い
仏

祖

も

な

い
。

孟

子

は

そ

の
内

実

が

よ

く

分

か

っ
て

い

れ
ば

こ
そ

、

区

別

し

て

性

と

言

っ
た

り

天

と

言

っ
た
り

し

た

の

で
あ

る
。

こ
れ

ま

た

非
常

に

立
派

な

こ
と

で

さ
と

わ
か

さ
と

あ
る
。

た
だ
残
念
な
の
は

「本
性
を
見
る
」
と
言
わ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

私
は
日
頃
、
「本
性
が
知
る
人
は
多

い
が
、
本
性
を
見

わ
か

わ
か

さ
と

る
人
は
少
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
本
性
が
知

っ
て
も
天
が
知
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
性
を
見
れ
ば
天
が
手
に
入
る
の
で
あ
る
。

身
体
に
血
が
通

っ
て
い
る
人
な
ら
ば
、
き

っ
と
私
の
こ
の
言
葉
を
い
い
加
減
に
見
た
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
。

本

性
と
い
う
も
の
は
知
る
こ
と
は
で
き
て
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
心
と
い
う
も
の
は
尽
く
す
こ
と
は
で
き
て
も
識
る
こ
と
は
で

き
な

い
。

程
子
は
言

っ
て
い
る
、
「儒
教
の
聖
人
は
天
を
根
本
と
し
て
い
る
が
、
仏
教
は
心
を
根
本
と
し
て
い
る
」
と
。
儒
教
と
仏
教
の

関
係

が
水
と
油
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
で
分
か
ろ
う
。
ま
た
洪
川
は

『
荘
子
』
の

「道
の
余
り
も
の
や
残
り
か
す
で
天
下

国
家
を
治
め
る
」
と
い
う
説
を
持
ち
出
し
て
い
る
が
(上
記
の

『
一
瀾
』
の
本
文
の
引
用
で
は
省
略
)
、
こ
れ
は
道
教
や
仏
教

の
大
き
な
病
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
は
天
下
国
家
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
罪
を
犯
す
こ
と

に
な
る
の
は
、
つ

ま
る
と
こ
ろ
本
性
を
知
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
な

の
で
あ
る
。

*

○
孟
輌

日

11

以

下
、

『
一
瀾

』

巻

下

の

「
尽

心

第

十

二

則
」

(刊
本

・
-o

a
～
b
、
訳
注
本

・
第
六
七
段
)
か

ら

の
引

用
。

○
程

子

日
11

『
二

程

全
集

』

巻

二

三

の

「
聖

人

本

天

、

釈

氏

本

心

」

(2

a
)
に

拠

る

。

o
柄

馨

11

方
柄

円
馨

の
略

。

四
角

い

ほ

ぞ

は
丸

い
穴

に
は

、

は

ま

ら

な

い

こ
と

か

ら

、

二

つ

の
も

の
が
相

容

れ

な

い

こ
と

の
比
喩

と

し

て

用

い
ら

れ

る
。
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○
其
以
緒
余
土
萱
治
天
下
国
家
之
説
ー
『
一
瀾
』

の
原
文
に
は
、
「古
え
の
人
主
為
る
者
は
、
之
を
得
て
以
て
身
を
治
め
、
其
の
緒
余
土

萱
、
以
て
天
下
国
家
を
治
む
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

『
荘
子
』
譲
王
篇
第
二
八

(第
五
段
)
の

「道
の
真
は
以
て
身
を
治
め
、
其
の
緒
余

は
以
て
国
家
を
治
め
、
其

の
土
+且
は
以
て
天
下
を
治
む
」
の
語
を
踏
ま
え
て
い
る
。

〔
六
〕

第
十

三
則

批
判

孔

子
日
、
食
疏
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
楽
亦
在
其
中
　
。
夫
人
之
処
世
、
莫
急
於
飲
食
。
而
聖
哲
之
於
楽
道
、
有
甚
焉
。
不
急
人
之

所
急
、
不
楽
人
之
所
楽
。
畢
尭
其
所
急
且
楽
、
何
為
物
哉
。
亦
甚
奇
怪
　
。
若
知
所
楽
之

一
事
、
則
侯
鯖
之
珍
味
、
亦
不
如
焉
。
吾
庫

厨
空
乏
甚
枯
淡
。
亦
只
以
彼

一
事
之
可
楽
者
充
本
食
。

詳
察
此
語
、
亦
不
無
虞
。
何
則
彼
残
吝
刻
薔
之
愚
僧
、
或
託
此
以
飾
其
耽
利
貧
財
之
私
焉
。
亦
可
笑
、
亦
可
慈
哉
。

*

孔
子
は
言

っ
た
、

「粗
末
な
食
事
を
し
て
水
を
飲
み
、

腕
を
ま
げ
て
枕
に
し
て
い
て
も
、
や
は
り
楽
し
み
は
そ
こ
に
あ
る
」
と
。

洪
川
は
言
う
、

「
そ
も
そ
も
人
が
こ
の
世
で
生
き
て
い
く

の
に
、

飲
食
の
問
題
ほ
ど
切
実
な
も
の
は
な
い
。

と

こ
ろ
が
聖
哲
は
道
を

楽
し
む
こ
と
を
そ
れ
以
上
の
こ
と
だ
と
し
て
お
り
、
人
が
切
実
だ
と
し
て
い
る
こ
と
を
切
実
だ
と
せ
ず
、
人
が
楽
し
み
と
し
て
い
る

こ
と
を
楽
し
み
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
聖
哲
が
切
実
だ
と
し
楽
し
み
と
し
て
い
た
も
の
は
、
け

っ
き
ょ
く
の
所
ど

う
い
う
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
た
非
常
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
も
し
そ
の
楽
し
み
と
し
て
い
た
こ
と
が

何
事
で
あ

っ
た
の
か
が
分
か
れ
ば
、
こ
の
世
の
最
高

の
珍
味
で
も
及
ぼ
な
い
味
わ
い
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
う
ち

の
台
所
は
貧
乏
で
非

常
に
枯
淡
な
暮
ら
し
ぶ
り
で
あ
り
、
私
も
た
だ
そ
の
楽
し
む
べ
き
事
を
主
食
に
あ
て
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
」
。

こ
れ
ら
の
言
葉
を
よ
く
よ
く
考
察
し
て
み
る
と
、
や
は
り
心
配
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
か
の
残
忍

で
け
ち
な
愚
僧
が
、
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か
こ

こ
れ
に
託

つ
け
て
利
益
財
産
を
む
さ
ぼ
る
私
欲
を
飾
り
た
て
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
、
な
ん
と
も
可
笑
し
い
こ
と
で

あ
り
、
隣
れ
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

*

○
孔

子

日

ー

以

下

、
『
一
瀾

』

巻

下

の

「
曲

肱

第

十

三

則
」

(刊
本

・
10
b
～

11

a
、
訳
注
本

・
第

六
八
段
)

か

ら

の
引

用
。

〔
七
〕

第

十
七

則
批

判

中
庸

日
、
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
。
性
者
道
之
体
、
道
者
性
之
名
也
。
自
然
名
実
相
持
而
流
行
、
謂
之
率
性
也
。
蓋
性
之
為
徳
、

論
之
則
為
死
物
。
故
孔
子
不
言
之
。
至
孟
輌
、
只
云
欲
其
自
得
之
也
。
然
見
孟
告
往
来
之
論
、
迂
回
甚
　
。
不
堪
傍
観
之
。
今
以
比
喩

論
之
。
夫
清
潔
、
水
之
性
也
。
於
人
即
性
之
徳
也
。
東
西
下
湿
、
水
之
習
也
。
於
人
即
気
之
動
也
。
逆
上
激
揚
、
水
之
変
也
。
於
人
即

心
之

用
也
。
要
之
只

一
精
明
、
動
用
者
影
響
已
。
孟
輌
又
詰
問
、
犬
之
性
猶
牛
之
性
与
、
牛
之
性
猶
人
之
性
与
。
是
失
於
多
弁
者
。
何

者
、

天
地
無
這
善
性
、
則
不
足
以
為
天
地
夷
。
日
月
風
露
無
這
善
性
、
不
足
以
為
日
月
風
露
　
。
草
木
瓦
礫
無
這
善
性
、
不
足
以
為
草

木
瓦
礫
　
。
然
況
於
有
血
気
者
乎
。
他
又
日
、
万
物
皆
備
於
我
　
。
反
身
而
誠
、
楽
莫
大
焉
。
此
為
得
夷
。

易
云
、
継

之
者
善
、
成
之
者
性
。
孟
子
言
性
善
、
本
於
此
。
非
偏
任

一
精
明
作
用
也
。
水
喩
、
孟
浪
杜
撰
、
不
足
弁
耳
。
蓋
告
子
之
学
、

禅
学
也
コ
孟
子
犬
牛

一
詰
、
深
鍼
其
頂
門
。
拠
此
、
禅
宗
所
自
以
為
密
機
妙
用
者
、
狗
子
無
仏
性
等
之
話
、
不
攻
而
自
敗
臭
。
此
其
所
以

深
誰
孟
子
此
等
問
答
也
。
夫
万
物
皆
備
於
我
、
犬
之
性
猶
牛
之
性
、
互
待
相
発
。
豊
命
世
亜
聖
而
可
自
為
矛
盾
之
説
乎
。
取
彼
舎
此
、
亦

坐
不
知
孟
子
之
学
　
。*

『
中
庸

』

(第

一
章
)

に

言
う

、

「
天

か

ら

う

け

た
命

令

を

性

と

言

い
、

そ

の
性

に
率

う

の
を

道

と

言

う

し

と

。

洪

川

は

言

う
、

「
性
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は
道
の
本
体
で
あ
り
、
道
は
性
の
名
称
で
あ
る
。
名
称
と
中
味
と
が
自
然
に
助
け
合
い
な
が
ら
働
き
を
発
揮
さ
せ
る
の
を
、
性
に
率

う
と
言
う
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
性
と
い
う
徳
は
、
あ
れ
こ
れ
説
明
す
る
と
、
死
物
に
な

っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
孔
子
は
性
に
つ
い

て
何
も
述
べ
て
い
な
い
し
、
孟
子
に
至

っ
て
も
、
た
だ

「自
分
で
体
得
し
た
い
も
の
だ
」
と
言
う
だ
け
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
孟

子
と
告
子
と
の
論
争
の
や
り
と
り
と
な
る
と
、
非
常
に
回
り
く
ど
く
、
傍
観
す
る
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
今

こ
こ
で
た
と
え
を

引
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
清
ら
か
で
汚
れ
が
な
い
と
い
う
の
は
水
の
性
で
あ
る
が
、
人
に
お
い
て
は
性
の
徳
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
東
西
の
区
別
な
く
高

い
方
か
ら
低
い
方

へ
流
れ
る
と
い
う
の
は
水
の
習
い
で
あ
る
が
、
人
に
お
い
て
は
気
の
動
き
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
激
し
く
波
を
立
て
て
逆
巻
く
と
い
う
の
は
水
の
変
化
で
あ
る
が
、
人
に
お
い
て
は
心
の
作
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
要
す

る
に
、
性
と
い
う
の
は
、
た
だ

一
箇

の
純
粋
明
瞭
な
も
の
で
あ

っ
て
、
動
き
や
作
用
と
い
う
の
は
、
そ
の
影
や
響
き
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。

孟
子
は
更
に
告
子
に
対
し
て
、

「犬
の
性
は
牛
の
性
と
同
じ
で
あ
り
、

牛
の
性
は
人
の
性
と
同
じ
な
の
か
」
と
詰
問
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は

口
数
が
多
過
ぎ
た
失
敗
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
善
な
る
性
が
な
け
れ
ば
天
地
は
天
地
に
な
り
得
な
い
し
、
こ

の
善
な
る
性
な
し
に
は
日
月

・
風
露
や
草
木

・
瓦
礫
も
、
そ
の
も
の
に
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
血

の
通

っ
た
生
き
物

わ

に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
孟
子
は
ま
た

「
万
物
は
す
べ
て
我
が
本
性
に
備
わ

っ
て
い
る
。
自
分
自
身
に
反
省
し
て
み
て

誠
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
上
の
楽
し
み
は
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
は
言
い
当
て
て
い
る
」。

『
易
』
に
言
う
、
「道
を
受
け
継
い
だ
も
の
が
善
で
あ
り
、
そ
の
善
が
人
間
に
お
い
て
成
就
さ
れ
た
も
の
が
性
で
あ

る
」
と
。
孟
子
は
こ

れ
に
本
つ
い
て
性
善
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

一
箇

の
純
粋
明
瞭
な
る
性
の
作
用
に
任
せ
き
り
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
水
の
た

と
え
は
粗
雑
で
杜
撰
で
あ
り
、
相
手
に
す
る
に
足
る
ま
い
。
思
う
に
、
告
子
の
学
問
は
、
禅
学
で
あ
る
。
孟
子
が
犬
と
牛
の
話
を
持
ち
出

は
た
ら
き

し
て
詰
問
し
た
の
は
、

一
番
痛
い
と
こ
ろ
を
突
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
話
に
よ
っ
て
、
禅
宗
が
自
分
で
霊
妙
な
る
機
用
だ
と
し
て
い

い

ぬ

る

「狗
子
に
は
仏
性
が
無
い
」
と
い
っ
た
話
な
ど
は
、
攻
撃
す
る
ま
で
も
な
く
破
綻
を
き
た
し
て
し
ま
お
う
。
だ
か
ら
洪
川
は
孟
子
の
こ

わ

れ
ら

の
問
答
を
深
く
忌
み
嫌

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に

「万
物
は
す
べ
て
我
が
本
性
に
備
わ

っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
と
、

「
犬
の
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性
は
牛

の
性
と
同
じ
な
の
か
」
と
い
う
質
問
と
は
、
お
互
い
に
呼
応
し
て
内
容
を
明
ら
か
に
し
合

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
世
に
著
名
な

亜
聖
で
あ
る
孟
子
ほ
ど
の
人
物
が
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
矛
盾
し
た
説
を
作

っ
た
り
す
る
こ
と
が
有
り
得
よ
う
か
。
あ
ち
ら

の
説
は
採
用

し
、
こ
ち
ら

の
説
は
捨
て
去
る
と
い
っ
た
真
似
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
孟
子
の
学
問
が
分
か

っ
て
い
な
い
か
ら
な

の
で
あ
る
。

*

○
中
庸

日
11

以

下
、

『
一
瀾

』

巻

下

の

「率

性
第

十

七
則

」

(刊
本

・
13
b
～
14
b
、
訳
注
本

・
第
七

二
段
)

か
ら

の
引

用

。

o
故

孔

子

不

言

之
11

『
論

語

』

陽

貨

第

十

七

(第
十
九
段
)
に
見

え

る

、

「
予

、

言

無

か

ら

ん

と

欲

す

」

と

い
う

孔

子

の

言
葉

を

指

す

も

の

で

あ

ろ
う

。

い
た

○
至
孟
輌
只
云
欲
其
自
得
之
也
11

『
孟
子
』
離
婁

・
下
(第
十
四
段
)
に
、
「
君
子
の
、
深
く
之
に
造
る
に
道
を
以
て
す
る
は
、
其
の
之
を

自
得
せ
ん
こ
と
を
欲
す
れ
ば
な
り
」
と
言
う
。

○
孟
告
往
来
之
論
11

『
孟
子
』
の
告
子

・
上
の
冒
頭
に
見
え
る
孟
子
と
告
子
の
論
争
を
指
す
。
以
下
、
洪
川
が
水
の
た
と
え
を
展
開
し

て

い
る
の
は
、
告
子

・
上

の
第
二
段
を
踏
ま
え
て
い
る
。

○
孟
輌
又
詰
問
ー

『
孟
子
』
告
子

・
上

の
第
三
段
を
踏
ま
え
る
。

○
他
又
日
11

『
孟
子
』
尽
心

・
上

の
第
四
段
か
ら
の
引
用
。

○
易
云
ー

『
易
経
』

の
繋
辞
上
伝
に
見
え
る
。
二

陰

一
陽
、
之
を
道
と
謂
う
」
に
続
く
言
葉
。

○
狗
子
無
仏
性
ー
趙
州
無
字
の
公
案
の
こ
と
。
『無
門
関
』
第

一
「趙
州
狗
子
」
参
照
。
趙
州
の

「無
」
は
、
存
在
の
有
無
を
超
越
し
た

仏
性
の
在
り
方
を
示
し
た
も
の
と
言
わ
れ
、

『
一
瀾
』
の
引
用
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

洪
川
に
お
い
て
も
仏
性
は
全
て
の
存
在
を

存

在
た
ら
し
め
て
い
る
超
越
的
存
在
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
仏
性
の
在
り
方
を
念
頭
に
し
た
禅
に
お
け
る
性
の
定
義

は
、

儒
教
で
い
う
個

々
物

々
の
相
違
を
前
提
と
し
た
天
命
と
し
て
の
性
と
は
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
り
、

『
孟
子
』

の
立
論
と
齪
齢

を
き
た
す
の
も
当
然
だ
、
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
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〔
八
〕

第
十

八

則
批

判

大
学
日
、
致
知
在
格
物
。
物
格
而
後
知
至
。
箇

一
節
目
、
孔
門
入
室
之
重
関
也
。
格
者
、
感
格
之
謂
。
格
物
者
、
謂
天
下
衆
物
之
理
、

自
然
感
格
、
現
成
干
吾
目
前
也
。
致
知
者
、
謂
物
理
現
前
、
則
性
智
自
然
発
致
也
。
昔
宋
之
張
九
成
為
侍
郎
時
、
聞
客
談
楊
文
公

・
呂

微
仲
諸
名
儒
、
所
造
精
妙
、
皆
由
禅
学
而
至
也
、
心
慕
之
、
乃
就
宝
印
明
請
問
入
道
之
要
。
明
日
、
此
事
唯
念
念
不
捨
。
久
之
純
熟
、

時
節
到
来
、
自
然
証
入
。
云
云
。
九
成
後
上
径
山
、
与
漏
済
川
諸
公
、
論
格
物
。
大
恵
在
労
聞
之
、
謂
九
成
日
、
公
唯
知
有
格
物
、
而

不
知
有
物
格
。
九
成
荘
然
。
恵
大
笑
。
成
日
、
師
能
開
喩
乎
。
恵
日
、
不
見
、
小
説
載
、
唐
人
有
与
安
禄
山
謀
叛
者
。
其
人
先
為
閲
守
、

有
画
像
在
焉
。
明
皇
幸
蜀
、
見
之
、
怒
使
侍
臣
以
剣
撃
其
像
首
。
時
閲
守
居
陳
西
。
首
忽
堕
地
。
九
成
聞
之
、
頓
領
深
旨
。
便
題
不
動

軒
壁
日
、
子
紹
格
物
、
妙
喜
物
格
。
欲
識

一
貫
、
両
箇
五
百
。
恵
大
許
可
。
吾
宗
悟
門
翻
身

一
郷
之
妙
、
如
是
径
戴
也
。
学
者
宜
熟
玩

深
省
焉
。

格
物
、
是
用
力
之
字
。
古
人
難
或
以
感
格
解
之
、
皆
就
功
夫
言
之
。
以
感
応
効
験
説
之
、
是
物
格
而
非
格
物
也
。
妙
喜
悪
説
、

一
誤
子
紹
、

又
将
誤
後
人
。
弊
箒
…漆
桶
、
真
象
愈
遠
。

一
盲
引
群
盲
、
盲
人
満
干
天
下
　
。
可
笑
、
可
嘆
。
大
抵
読
書
之
法
、
要
詳
章
句
断
続
之
理
。

た
た
り

致
知
格
物
前
節
尾
、
而
物
格
知
至
後
節
首
。
今
牽
強
連
以
為

一
句
。
古
今
未
有
如
是
戴
節
法
。
妙
喜
悪
説
、
端
的
為
之
崇
　
。

*

『
大
学
』
に
言
う
、

「智
慧
を
発
揮
さ
せ
る
の
は
、

万
物
の
道
理
を
現
前
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

万
物
の
道
理
が
現
前
す
れ
ば
、

智
慧
が
発
揮
さ
れ
る
」
と
。
洪
川
は
言
う
、
「
こ
の

一
節
は
、
孔
子
の
教
え
の
堂
奥
に
入
る
た
め
の
重
要
な
関
門

で
あ
る
。
「格
」
と

は
、
感
応
し
て
至
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「格
物
」
と
は
、

天
下
万
物

の
道
理
が
、
自
然
に
感
応
し
て
至
り
、

自
分

の
目
前
に
現

出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「致
知
」
と
は
、

万
物
の
道
理
が
現
前
し
た
な
ら
、
本
性
に
備
わ

っ
た
智
慧
が
自
然
に
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。
昔
、
宋
の
張
九
成

(子
紹
)
は
礼
部
侍
郎

(礼
部
の
次
官
)
だ

っ
た
頃
、
客
が

「楊
文
公
や
呂
微
仲
と
い

っ
た
立
派
な
儒

者

た
ち
が
、
精
妙
な
る
境
地
に
行
き
着
い
た
の
は
、
す
べ
て
禅
学
に
よ
る
も
の
だ
」
と
話
す
の
を
聞
い
て
、
禅
に
心
を
ひ
か
れ
て
し

ま

っ
た
。

そ
こ
で
宝
印
楚
明
禅
師
に
つ
い
て
、
禅
道
に
入
る
要
点
を
尋
ね
た
。
楚
明
は
言

っ
た
、
「こ
の
事

(人
生

の

一
大
事
を
了

畢
す
る
こ
と
)
に
お
い
て
は
、

一
瞬
た
り
と
も
放
り
出
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
長
い
時
間
を
か
け
て
機
縁
が
熟

し
、
し
か
る
べ

き
時
節
が
や
っ
て
く
れ
ば
、
自
ず
と
悟
り
が
開
け
ま
し
ょ
う
。
云
々
」
と
。
九
成
は
後
に
径
山
に
登
り
、
漏
済
川
ら
諸
公
と

「格
物
」

に

つ
い
て
論
議
し
た
が
、

そ
の
時
そ
ぼ
で
聞
い
て
い
た
大
慧
が
九
成
に
向
か

っ
て
言

っ
た
、

「あ
な
た
は
格
物
の
存
在
を
知

っ
て
い

る
だ
け
で
、
物
格
の
存
在
を
御
存
知
な
い
」
。
九
成
は
荘
然
と
し
て
し
ま

っ
た
。
大
慧
は
大
声
で
笑

っ
た
。
九
成
は
言

っ
た
、
「老
師
、

も

っ
と
は

っ
き
り
と
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す
で
し
よ
う
か
」。
大
慧
は
言

っ
た
、
「
こ
ん
な
説
話
を
御
存
知
だ
ろ
う
か
。
唐
の
時
代
に

安
禄
山
の
謀
反
に
荷
担
し
た
人
物
が
あ

っ
た
が
、
彼
は
以
前
に
閲
州

(四
川
省
閥
中
県
)

の
長
官
を
し
て
い
た
時
に
、
自
分
の
肖
像

画
を
描
か
せ
て
い
た
。
乱
を
逃
れ
て
蜀

(四
川
省
)
に
行
幸
し
た
玄
宗
皇
帝
は
そ
の
画
を
見
つ
け
て
怒
り
、
侍
臣
に
命
じ
て
肖
像
の

首
を
剣
で
切
ら
せ
た
。
そ
の
時
、
閲
州
の
長
官
だ

っ
た
人
物
は
陳
西
に
い
た
が
、
首
が
突
然
、
地
面
に
お
ち
た
そ
う
だ
」。

九
成
は

わ

た

し

だ

い
え

そ
れ
を
聞
い
て
、

は
た
と
奥
深
い
旨
が
分
か

っ
た
。

そ
こ
で
不
動
軒

の
壁
に
次

の
よ
う
な
偶
を
書
い
た
、
「子
紹
の
格
物
と
、
妙
喜

の
物
格
と
、
両
者
の
旨
の

一
貫
を
知
り
た
い
と
思
う
な
ら
、
五
百
銭
が
二

つ
だ
」。
大
慧
は
九
成
の
悟
り
を
す

っ
か
り
承
認
し
た
。

一
身
を
榔

っ
て
得
ら
れ
る
吾
が
禅
宗

の
妙
な
る
悟
り
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
ズ
バ
リ
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
学
問
を
す
る

も

の
は
、
よ
く
味
わ
い
深
く
反
省
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」。

「格
物
」
と
い
う
の
は
、
努
力
を
用
う
べ
き
言
葉
で
あ
る
。
古
人
で

「格
」
の
字
を
洪
川
同
様

「感
格

(感
応
し
て
至
る
)
」
と
解
釈
し

し
ゅ
ぎ

ょ
う

た
人
も

い
た
が
、
ど
ん
な
解
釈

の
場
合
で
も
、
す
べ
て
実
践
的
な
功
夫
に
即
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
大
慧
の
よ
う
に
感
応
霊
験
に
よ

っ

て
説
明
す
る
な
ら
、
あ
く
ま
で

「物
格
」
で
あ

っ
て

「格
物
」
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
大
慧

の
間
違

っ
た
説
が
九
成
を
誤
ら
せ
、
更

に
は
後
世
の
人
々
ま
で
誤
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
の
愚
か
者
た
ち
は
、
真
の
姿
か
ら
ま
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す
ま
す
遠
ざ
か

っ
て
し
ま
う
し
、
こ
こ
ろ
の
目
が
開
け
て
い
な
い
盲
人
が
沢
山
の
盲
人
を
引
き
連
れ
て
、
世
界
中
、
盲
人
だ
ら
け
と
な
ろ

う
。
何
と
も
可
笑
し
く
、
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
お
よ
そ
漢
籍
を
読
む
際
に
は
、
文
章
を
ど
こ
で
切
る
か
と
い
う

こ
と
を
は

っ
き
り

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「致
知
格
物
」
は
前
の
段
落
の
末
尾
の
部
分
で
あ
り
、
「物
格
知
至
」
は
後
の
段
落
の
冒
頭

の
部
分
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
今
、
洪
川
は
無
理
や
り
く

っ
つ
け
て

一
つ
の
文
章
に
し
て
い
る
。
古
今
東
西
、
い
ま
だ
か

つ
て
℃
の
様
な
文
章

の
切
り
方

た
た

は

見

た

こ
乏

が

な

い
。
"大

慧

の
間

違

っ
た

説

が

、

ま

さ

し

く
崇

り

を

な

し

て

い

る

の
で
あ

る
。

*

○
大
学
日
11
以
下
、
『
一
瀾
』
巻
下
の

「致
知
第
十
八
則
」
(刊
本
・
14
b
～
巧
b
、
訳
注
本

・
第
七
三
段
)
か
ら

の
引
用
。
『
大
学
』

の
本
文

の
訳
は
、

一
応
、
洪
川
の
解
釈
に
拠

っ
た
。
周
知
の
通
り
、
致
知

・
格
物
の
解
釈
は
、
朱
子
学
と
陽
明
学
と
で
は
大
き
く
異
な
り
、

朱
子
学
で
は
致
知
を

「知
識
を
推
し
極
め
る
」
こ
と
、
格
物
を

「事
物

の
理
に
窮
め
至
る
」
こ
と
と
し
、
陽
明
学
で
は
致
知
を

「良

知
を
発
揮
す
る
」
こ
と
、
格
物
を

「事
物
の
善
悪
を
正
す
」

こ
と
と
し
て
い
る
。

○
昔
宋
之
張
九
成
ー
張
九
成
に
つ
い
て
は
巻
上

〔二
〕
に
既
出
。
以
下
、
九
成
に
関
す
る
引
用
は

『
五
燈
会
元
』
巻

二
〇

(N
お
。。・お
・。ρ

～
。)
か
ら
の
節
略
で
あ
る
。

○
楊
文
公
ー
楊
億
(九
七
四
～
一
〇
二
〇
)
、
字
は
大
年
。
浦
城

(福
建
省
)
の
人
。
官
は
真
宗
の
時
、
翰
林
学
士
に
上
り
、
工
部
侍
郎
兼

史
館
修
撰
を
以
て
終
わ
る
。
詮
は
文
。
仏
教
居
士
と
し
て
は
、
『
五
燈
会
元
』
巻

一
二

(N
Hω。。
・b。8
ρ
)
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
広
慧
元

漣

(嗣
首
山
省
念
)
の
法
嗣
と
さ
れ
、
特
に
勅
命
で
『
景
徳
伝
燈
録
』
の
刊
削
を
行
い
、
序
文
を
草
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
詩
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、
そ
の
李
商
隠
を
宗
と
し
た
詩
は
西
毘
体
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
著
と
し
て

『
武
夷
新
集
』
二
十
巻

(四
庫
全
書
珍
本
八
集
)
が
存
す
る
。
そ
の
伝
に
つ
い
て
は
、
『
宋
史
』
巻
三
〇
五

(中
華
書
局

・
校
点
本

.
一
〇
〇
七
九
頁
)
な
ど
を
参
照
。

○
呂
微
仲
ー
呂
大
防

(
一
〇
二
七
～
一
〇
九
七
)、
字
は
微
仲
。
『
翻
瀾
』

の
原
文
は

「徴
」
に
作
る
が
誤
り
で
あ
る
。
藍

田

(陳
西
省
)

の
人
。
皇
祐
初
め
の
進
士
で
、
官
は
尚
書
左
僕
射
兼
門
下
侍
郎
に
至
る
。
詮
は
正
慈
。
そ
の
伝
は

『
宋
史
』
巻
三
四
〇

(中
華
書
局

.
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校
点
本

・
一
〇
八
三
九
頁
)
な
ど
に
見
え
る
。
微
仲
と
仏
教
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
は
明
か
で
な
い
が
、
『
二
程
全
集
』
巻
二
に
は

「微

仲
…
…
近
学
を
語
れ
ば
、
則
ち
禅
談
に
入
る
に
過
ぎ
ず
」
-(和
刻
本

.
43
a
)
と
あ
り
、
『
朱
子
文
集
』
巻
三
五
に
も

「汲
公
(11
微
仲
当

・
横
渠
を
尊
ぶ
と
錐
も
、
然
も
其
の
学
を
講
ぜ
ず
し
て
釈
氏
に
溺
る
」
(和
刻
本

・
10
a
～
b
)と
あ
る
か
ら
、
仏
教
を
学
ん
だ
の
は
事
実

で
あ
ろ
う
。

○
宝
印
明
11
宝
印
楚
明

(嗣
法
雲
善
本
)。
生
卒
年
未
詳
。
雲
門
宗
の
雪
賢
重
顕
の
四
伝
の
孫
に
当
た
る
。
そ
の
名
は
、
「臨
安
府
浄
慈
楚

明
宝
印
禅
師
」
と
し
て

『
五
燈
会
元
』
巻

一
六

(。。一。。。)
・
『続
伝
燈
録
』
巻

一
九

(円
臼
・$
一。)
な
ど
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
宝
印
明

が
楚
明
を
指
す
こ
と
は
、
『
居
士
分
燈
録
』
巻
下
の
張
九
成
の
条
に
、
「宝
印
楚
明
に
謁
し
て
入
道
の
要
を
請
問
す
」
(N
目ミ
・ホ
リ㊤)
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
訳
注
本

『
一
瀾
』
が
別
峰
宝
印
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
。

〇
九
成
後
上
径
山
ー
九
成
が
径
山
に
上

っ
て
大
慧
と
格
物
に
関
す
る
問
答
を
し
た
の
は
、
『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』

に
よ
れ
ば
、

紹
興

十
年

(
二

四
〇
)
大
慧
五
十
二
歳
、
九
成
四
十
九
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

○
漏
済
川
11
薦
揖

(P
～
=

五
三
)、
字
は
済
川
、
自
ら
不
動
居
士
と
号
す
。
広
漢

(四
川
省
遂
寧
県
)
の
人
。
官
は
敷
文
閣
直
学
士
に

至
る
。
居
士
と
し
て
は
仏
眼
清
遠
の
法
嗣
。

大
慧
に
初
め
て
会
し
た
の
は
紹
興
七
年

(
=

三
七
)、
給
事
中
に
除
せ
ら
れ
た
年

の
七

月
、
臨
安
の
明
慶
寺
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る

(大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
・
同
年
条
)
。
ま
た

『
五
燈
会
元
』
巻
二
〇
の
済
川
の
条

(N
お
。。
・

。。露
げ
)
参
照
。

こ

○
不

動

軒

ー

『
五

燈
会

元
』
巻

二

〇

の
済

川

の
条

に

「
特

に
祠

を

再

い
て
径

山

に
坐

夏

し
、
其

の
室

に
榜

し

て

不
動

軒

と

日
う

」

(舘

。。
。。
・

。。
爲
。)
と

あ

り

、

ま

た

『
径

山

志
』

巻

=

一
の

「
不
動

軒

」

の
条

に
、

「
薦

公
揖

、
大

慧

に

問
道

し
、

室

を

此

に

結

び

て

、

不
動

居

士

と

号

す
。

故

に

名

つ

く
。

今

は
廃

す

」

(中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
第

一
集

・
第

三
二
冊
所
収

・
天
啓

四
年
刊
本
、
5

b
)
と

あ

る

こ
と

か
ら

、

径

山

で

漏
済

川

が

居
室

と

し

て

い

た
祠

で
あ

っ
た

こ
と

が

知

ら

れ

る

。

訳

注

本

『
一
瀾

』

が

「大

慧

禅

師

の
住

ん

で

い
た

」

と
す

る

の

は

誤

り

で
あ

る
。
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○
両
箇
五
百
ー
宋
の
戴
伺
撰
の

『
六
書
故
』
巻
二
〇
の

「貫
」

の
条
に

「今
、
千
銭
を

一
貫
と
為
す
」
(四
庫
全
書
珍
本
六
集
本

・
43
a
)

と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
の
貨
幣
単
位
で
は
当
時
、

一
千
銭
を

一
貫
と
称
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
第
四
句
は
、
九
成

・
大
慧
両
者

か
ら
五
分
五
分
の
五
百
銭
ず
つ
を
集
め
た
ら

一
貫
に
な
る
と
い
う
洒
落
で
あ
る

(訳
注
本

『
一
瀾
』
は
重
さ
の
単
位
と
し
て
解
釈
し

て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
)
。
『
翻
瀾
』

の
原
文
は
刻
本

・
全
集
本
と
も
に

「両
箇
五
百
」
を

「両
箇
百
箇
」
に
作

っ
て
い
る
。
し
か

し
、
「両
箇
百
箇
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
し
、
こ
の
偶
を
載
せ
た
他
の
資
料
で
は
全
て

「両
箇
五
百
」
に
作

っ
て
い
る
。
恐
ら
く
沢

潟
の
記
憶
違
い
か
、
単
な
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
改
正
し
た
。

○
古
人
11
具
体
的
に
誰
を
指
す

の
か
は
未
詳
。
劉
念
台
は
、
格
物
の
説
に
は
古
来
七
十
二
家
の
説
が
あ
る
と
し
、
そ
の
代
表
的
な
も
の

と
し
て
五
説
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

「感
格
」
に
似
た
も
の
と
し
て
は
、
羅
念
蕎

の

「感
通
」

の
説
が
あ

る

(劉
子
全
書
・
巻

三
八
.
15
a
)。
因
み
に
荻
生
狙
練
は

「格
と
は
来
な
り
、
至
な
り
。
感
ず
る
所
有
り
て
以
て
之
に
来
る
の
謂
い
な
り
」
と
し
て
い
る

(大
学
解

・
玉
海
堂
版
刊
本

・
12
b
)。

〔
九
〕

第

廿

八
則

批

判

孔

子
日
、
可
与
共
学
、
未
可
与
適
道
。
可
与
適
道
、
未
可
与
立
。
可
与
立
、
未
可
与
権
。
是
孔
聖
論
権
之
最
難
行
　
。
権
者
、
反
常
合

道
之
謂
。
蓋
君
子
処
変
之
大
用
、
不
可
欠
之

一
着
也
。
孔
子
為
司
憲
、
七
日
而
訣
少
正
卯
、
暫
臨
爽
谷
而
尽
訣
優
侶
、
是
行
権
也
。
吾

門
古
徳
、
詞
仏
罵
祖
、
与
痛
棒
揮
熱
拳
、
打
爺
斬
猫
児
等
、
皆
是
為
道
行
権
者
也
。
若
無
此
大
用
、
則
可
処
恒
而
不
可
処
変
　
。
可
入

仏
而
不
可
入
魔
　
。
弁
道
有
力
上
士
、
可
熟
玩
味
　
。

就
此
亦
可
以
見
儒
仏
異
同
。
儒
自
有
儒
権
。
仏
自
有
仏
権
。
亦
各
権
其
権
也
。
試
問
、
儒
者
侮
聖
鞭
父
、
猶
可
以
為
道
行
権
乎
。
程
子
日
、

権
亦
唯
経
。

一
句
精
透
、
入
金
石
　
。
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*

孔

子

が
言

っ
て

い

る
、

二

緒

に
学

問
す

る

こ
と

は

で

き

て

も

、

な

か

な

か

一
緒

に
道

に
進

め

る
も

の
で
は

な

い
。

一
緒

に

道

に

進

め

た

と

し

て

も
、

そ

こ

に
共

に
し

っ
か

り

と

足

場

を

お

け

る

も

の
で

は

な

い
。

共

に
し

っ
か
り

と

足

場

を

お

け

た

と

し

て
も

、

一

緒

に

権

を

行

な

え

る
も

の
で

は
な

い
」

(論
語

・
郷
党
第

+

・
第

三

一
段
)

と
。

洪

川

は
言

う

、
「
こ
れ

は

孔

子

が

「
権

」
が
最

も

行

い
難

い
も

の
だ

と

い
う

こ
と
を

論

じ

た

も

の
で

あ

る

。

「
権

」
と

い
う

の
は
、
常

な

る

道

に
背

い
て

い
る

よ
う

に
見

え
な

が

ら

、
結

果

的

に

は
た
ら
き

道
に
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
れ
は
君
子
が
変
事
に
対
処
す
る
際

の
偉
大
な

用

で
あ
り
、
不
可
欠
な

一
手
で
あ
る
。
孔

子
は
、
魯

の
国
の
司
憲

(司
法
長
官
)
に
な

っ
て
、
わ
ず
か
七
日
で
悪
逆
な
小
正
卯
と
い
う
人
物
を
死
刑
に
し
た
し
、
大
臣
と
し
て
斉

の
景
公
に
爽
谷
の
地
で
し
ば
し
ば
会
し
た
際
に
は
、
ふ
ざ
け
た
行
い
を
し
た
役
者
た
ち
を
全
員
死
刑
に
し
た
が
、
こ
れ
ら
は

「権
」
を

実
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
吾
が
禅
門

の
古
え
の
祖
師
方
は
、
仏
祖
を
怒
鳴
り
つ
け
、
棒
や
拳
で
殴
り

つ
け
、
年
寄
り
を
叩
き
、
猫
を

は

た
ら
き

斬
り
殺
し
た
り
し
た
が
、

こ
れ
ら
も
全
て
道
の
た
め
に

「権
」
を
実
践
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
様
な
偉
大
な
る

用

を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
、
普
段
の
事
柄
に
は
対
処
で
き
て
も
変
事
に
は
対
処
で
き
な
い
し
、
仏
の
世
界
に
は
居
ら
れ
て
も
魔
の
世
界

に
は
居
ら
れ
ま
い
。
道
を
窮
め
ん
と
し
て
い
る
力
を
備
え
た
立
派
な
人
た
ち
に
は
、
よ
く
よ
く
玩
味
し
て
も
ら
い
た
い
」。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
儒
仏
の
異
同
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
儒
に
は
自
ず
か
ら
儒
の
権
が
あ
り
、
仏
に
は
自
ず
か
ら
仏
の
権
が
あ
る
の

で
あ

っ
て
、
各

々
自
分
の
権
を
権
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
試
し
に
質
問
し
て
み
よ
う
。
儒
者
が
聖
人
を
馬
鹿
に
し
た
り
、
父
親
を
鞭
う

っ
た
り
し
て
も
、
道
の
た
め
に

「権
」
を
実
践
し
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
程
子
は

「権
も
常
な
る
道
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
の
ズ
バ
リ
と
し
た

一
語
こ
そ
、
永
久
不
変

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

*

○
孔
子
日
ー
以
下
、
『
一
瀾
』
巻
下
の

「与
権
第
廿
八
則
」
(刊
本

・
23
a
～
b
、
訳
注
本

.
第
八
三
段
)
か
ら
の
引
用
。

○
権
者
反
常
合
道
之
謂
ー

『
易
』
繋
辞
下
伝
の

「巽
は
以
て
権
を
行
な
う
」
に
対
す
る
晋
の
韓
康
伯
の
註
に
見
え
る

「権
と
は
経
に
反
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し
て
道
に
合
す
」
の
語
が
、

一
般
的
な
典
拠
と
し
て
は

一
番
近
い
よ
う
で
あ
り
、
『
論
語
集
註
』
も
漢
儒
の
意
見
と
し
て

「反
経
合
道
」

の
語
を
引
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
「反
常
合
道
」
そ
の
ま
ま
の
語
が
、
『
侃
文
韻
府
』
巻

一
六
下
の

「権
」
の
見
出
し
に
見
え
て
い
る
。

○
孔
子
為
司
憲
、
七
日
而
訣
少
正
卯
11
定
公
十
四
年
、
孔
子
五
十
六
歳
の
時
の
話
。
『
史
記
』
巻
四
七

・
孔
子
世
家
第
十
七

(中
華
書
局

・
校
点
本
・
一
九

一
七
頁
)
参
照
。

-
○
暫
臨
爽
谷
而
尽
訣
優
侶
ー
定
公
十
年
の
話
。
『
史
記
』
巻
四
七

・
孔
子
世
家
第
十
七

(中
華
書
局
・
校
点
本
・
一
九
一
五
頁
)
参
照
。
た
だ

し
原
典
で
は
、
「訣
」
し
た
の
で
は
な
く
、
「手
足
、
処
を
異
に
す

(手
足
を
バ
ラ
バ
ラ
に
斬

っ
た
)
」
と
な

っ
て

い
る
。

○
詞
仏
罵
祖
ー

『
伝
燈
録
』
巻

一
五
の
徳
山
宣
鑑
の
条

(日
臼
・ω嵩
。)
に
見
え
る
、
濾
山
が
徳
山
を
評
し
た
語
。

○
打
爺
11

『
無
門
関
』
第
二

「百
丈
野
狐
」
に
見
え
る
黄
奨
が
師
の
百
丈
に
平
手
打
ち
し
た
話
や
、
『
臨
済
録
』
の

「行
録
」
に
見
え
る

臨
済
が
師
の
黄
奨
に
平
手
打
ち
を
食
ら
わ
せ
た
話
な
ど
を
指
す
。

○
斬
猫
児
11

『無
門
関
』
第
十
四

「南
泉
斬
猫
」
参
照
。

○
程
子
日
11

『論
語
集
註
』
の

「与
権
」
の
段
の
註
に
、
程
子
の
言
と
し
て

「権
は
只
だ
是
れ
経
な
り
」
の
語
を
引
用
し
て
い
る
の
に

拠

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
十
〕

第
廿

九

則
批

判

周
易
日
、
易
与
天
地
準
。
故
能
弥
論
天
地
之
道
。
仰
以
観
天
文
、
傭
以
察
地
理
。
是
故
知
幽
明
之
故
。
原
始
反
終
。
故
知
死
生
之
説
。

範
囲
天
地
之
化
而
不
過
、
曲
成
万
物
而
不
遺
。
故
神
無
方
而
易
無
体
。
難
是
孔
子
賛
易
語
、
全
論
吾
門
之
大
事
因
縁
　
。
想
聖
者
之
用

心
、
何
等
周
悉
哉
。
吾
門
従
上
古
徳
、
賛
大
道
之
妙
理
、
乃
謂
、
重
離
六
交
、
偏
正
回
互
、
畳
而
為
三
、
変
尽
為
五
。
此
是
祖
門
最
上

上
之
秘
訣
也
。
若
人
於
此
参
詳
明
白
、
則
不
用
六
十
四
卦
三
百
八
十
四
交
、
而
通
象
交
盗
動
之
妙
用
、
尽
変
化
玄
妙

之
深
理
　
。
其
功
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験
、
実
円
陀
陀
、
明
亮
亮
、
虚
翻
路
露
堂
堂
。
到
干
此
、
始
可
知
神
無
方
而
易
無
体
、
匝
地
清
風
痛
快
乎
身
　
。

余
学
易
最
久
、
玩
易
最
深
、
好
易
最
篤
。
故
得
干
易
最
多
。
大
抵
不
知
易
而
説
易
者
、
卜
笠
者
流
、
是
也
。
説
易
而
不
知
易
者
、
仏
老
二

氏
、
是
也
。
納
甲
六
遁
、
五
位
参
同
之
説
、
亦
曾

一
究
之
。
並
仮
易
立
其
説
、
非
易
本
旨
也
。
彼
徒
愚
盲
、
此
等
猶
且
無
可
共
談
者
。
僅

桐
頷
預
、
概
皆
洪
川
之
類
耳
。
夫
不
用
六
十
四
卦
三
百
八
十
四
交
、
通
象
交
盈
動
之
妙
用
、
尽
変
化
玄
妙
之
深
通
者
、
適
所
以
知
其
不
学

易
　
。

*

『
易
経
』
(繋
辞
上
伝
)
に
言
う
、
「『
易
』
と
い
う
書
物

の
内
容
は
、
天
地
の
有
り
様
と
符
合
し
て
い
る
。
だ
か
ら
天
地
の
道
を
す

っ
か
り
包
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
『
易
』
に
よ
れ
ば
、
上
を
向
い
て
は
天
文
を
観
測
し
、

下
を
向
い
て
は
地
理
を
観
察
で
き

る
か
ら
、
奥
深
い
道
理
も
明
ら
か
な
現
象
も
分
か
る
し
、
生
が
始
ま
っ
た
端
緒
を
遡

っ
て
見
、
ふ
り
か
え

っ
て
は
そ

の
生
の
終
わ
り

を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
死
生
の
問
題
も
分
か
る
。
『
易
』
は
天
地
の
造
化

の
働
き
を
囲

っ
て
制
御
し
、
万
物
を

つ
ぶ
さ
に

作
り
上
げ
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

だ
か
ら
そ
の
神
妙
な
は
た
ら
き
は

一
定
の
場
所
に
滞
る
こ
と
が
な
い
し
、
『
易
』
の
変
化
に
は

一
定
の
形
体
が
な
い
の
で
あ
る
」
と
。
洪
川
は
言
う
、

「
こ
れ
は
孔
子
が

『
易
』
を
賛
嘆
し
た
言
葉
で
あ
る
が
、
そ

っ
く
り
吾
が
禅

門

の
究
極
の
悟
り
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
聖
者
の
心
遣

い
と
言
う
も
の
は
、
何
と
行
き
届
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
吾
が
禅
門
の

祖
師
の
中
に
、
大
道
の
妙
な
る
道
理
を
讃
え
て
、
「『
易
』

の
離

の
卦
を
重
ね
た
六
つ
の
交
は
、
偏

(陰
交
ー
差
別
)
と
正
(陽
交
11
平
等
)

と
が
独
自
性
を
保
ち
な
が
ら
入
り
交
じ

っ
て
い
る
が
、
交
を
畳
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
免
と
巽

の
卦
と
な
り
、
そ
れ
を
重
ね
合

わ

せ
て
沢
風
大
過
と
風
沢
中
孚

の
二
卦
と
な
り
、
更
に
変
じ
て
も
と
の
離
の
卦
に
戻
る
の
で
あ
り
、
生

々
変
化
し
て
窮
ま
る
こ
と
が

な

い
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
祖
師
門
下
の
最
上
の
秘
訣
な

の
で
あ
る
。
も
し
、
詳
細
に
参
究
し
て
こ
こ
の
と

こ
ろ
が
明
ら
か

に
な

っ
た
な
ら
ば
、

六
十
四
の
卦
や
三
百
八
十
四
の
交
を
用
い
ず
と
も
、
『
易
』
の
各
々
の
卦
や
交
に
説
か
れ
て
い
る
捕
え
ど
こ
ろ

の
な
い
妙
な
る
作
用
に
通
暁
し
、
そ
の
玄
妙
な
変
化
を
す
る
奥
深
い
道
理
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
効
果
は
、
円
満
明
瞭
、
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か
ら
り
と
目
前
に
現
わ
れ
る
。

こ
こ
に
至

っ
て
こ
そ
、

「そ
の
神
妙
な
は
た
ら
き
は

一
定
の
場
所
に
滞
る
こ
と
が
な
い
し
、

易
の
変

化
に
は

一
定
の
形
体
が
な
い
」
こ
と
が
分
か
る
し
、
地
上
を
吹
く
す
が
す
が
し
い
風
が
、
身
に
痛
快
に
感
じ
ら
れ

よ
う
」。

私
は
い
ち
ば
ん
長
い
間

『易
』
を
学
び
、
い
ち
ば
ん
深
く

『
易
』
を
味
わ
い
、
い
ち
ば
ん
篤
く

『
易
』
を
好
ん
で
い
る
。
だ
か
ら

『易
』

か
ら
得
た
も
の
が
い
ち
ば
ん
多
い
。
お
よ
そ

『
易
』
を
知
り
も
し
な
い
で

『
易
』
を
説
い
て
い
る
の
は
ト
笠

の
類
で
あ
り
、
『
易
』
に
つ
い

て
と
や
か
く
言
い
な
が
ら

『
易
』
が
ち

つ
と
も
分
か

っ
て
い
な
い
の
は
仏
教
と
道
教
の
二
氏
で
あ
る
。
私
は
、
道
教
の
納
甲
六
遁

の
説
や

禅
宗

の
洞
上
五
位
参
同
の
説
も
、
以
前
に
研
究
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
共
に

『易
』
を
借
り
て
そ
の
説
を
立
て
て
は
い
る
も
の
の
、
『
易
』

の
本
旨
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
作

っ
た
仏
教
や
道
教
の
徒
弟
た
ち
は
心
の
眼
が
開
け
て
い
な
い
愚
か
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
著
名
な
説
で

さ
え
も
、
と
て
も
話
に
な
る
よ
う
な
代
物
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
未
熟
者
の
く
せ
に
大
き
な
顔
を
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
皆
、
洪
川

と
同
類
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も

「六
十
四
の
卦
や
三
百
八
十
四
の
交
を
用
い
ず
と
も
、

『
易
』
の
各
々
の
卦
や
交
に
説
か
れ
て
い
る
捕
ら

え
ど
こ
ろ
の
な
い
妙
な
る
作
用
に
通
暁
し
、
そ
の
玄
妙
な
変
化
を
す
る
奥
深
い
道
理
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
こ

れ
こ
そ
彼
が
ま
さ
し
く

『
易
』
を
学
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

*

○
周
易

日
ー

以

下

、

『
一
瀾

』

巻

下

の

「
易

与

第

廿

九

則

」

(刊
本

・
23
b
～
24
b
、
訳
注
本

・
第

八
四
段
)

か

ら

の
引

用
。

○
乃
謂

、

重

離

六

交

、

偏

正

回

互

、

畳

而
為

三
、

変

尽

為

五
ー

洞

山

良

倹

の

『
宝

鏡

三

昧

』

か

ら

の
引

用

(日
ミ
・
α
嵩
ρ

認
①
ρ
)
。

た

だ

し

『
翻

瀾

』

の
原

文

は

全

集

本

・
刻

本

と

も

に
第

三
句

が

「
畳
為

三
」

と
な

っ
て
お

り

「
而

」

の
字

を

欠

い
て

い
る

た

め
補

っ
た
。

0
納

甲

六
遁

聾

「
六
遁

」
は

未

詳
。

語

そ

の
も

の
と
し

て

は
、

『
雲
笈

七
籔

』

に

「
宮

中

に
帝

君

の
六

遁

七

隠

有

り
」

と

い
う

文

が

あ

る

よ
う

だ

が

、

関

係

な

か

ろ

う
。

十

干

を

八
卦

に
割

り

振

っ
た

「
納

甲

」

の
説

に

つ
い
て

は

、

梅

原

郁

訳

注

『
夢

渓
筆

談

・
1
』

(平
凡

社

・
東
洋
文
庫

.
裾
)

の
二

〇

九

頁

以

下

に
詳

し

い
。

こ

の
説

は

、

漢

の
魏

伯

陽

の
作

と

さ

れ

る

『
周

易

参

同

契
』

な

ど

に

用

い
ら

れ

て

い
る
。
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〇
五
位
参
同
之
説
ー
石
頭
希
遷
の

『
参
同
契
』
と
洞
山
良
倹

の

『宝
鏡
三
昧
』
・
『
洞
上
五
位
碩
』
に
代
表
さ
れ
る
洞
門
の
五
位
説
を
指

す
も

の
で
あ
ろ
う
。

○
顧
預
ー
原
文
は
全
集
本

・
刻
本
と
も
に

「額
預
」
に
作
る
が
意
味
が
通
ら
な
い
。
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
頽
」
を

「額
」
に

誤

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ

っ
て
改
正
し
た
。

四
句

法
冷
加
氷

(冷
を
去
ら
ん
と
し
て
氷
を
加
え
)

除
熱
用
湯

(熱
を
除
か
ん
と
し
て
湯
を
用
う
)

あ
き

不
鰍
不
昧

(緻
ら
か
な
ら
ず
昧
か
ら
ず
ん
ば
)

車
鬼
万
状

(車
鬼
万
状
な
ら
ん
)

*

冷

た
さ
を
取
り
除
こ
う
と
し
な
が
ら
氷
を
加
え

熱
さ
を
取
り
除
こ
う
と
し
な
が
ら
湯
を
い
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
真
似
を
し
て
し
ま

っ
た

は

っ
き
り
と
分
か
る
わ
け
で
も
全
く
分
か
ら
な
い
わ
け
で
も
な
い
と
い
っ
た
、
ど

っ
ち

つ
か
ず
の
有
様
で
は

車

い
っ
ぱ
い
様
々
な
鬼
が
見
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う

*

〇
四
句

11

も

と

も

と

表

題

は

な

く

、

刻

本

の

『
翻
瀾

』

に

は
句

自

体

が
載

せ
ら

れ

て

い
な

い
。

た
だ

、

『
翻
瀾

聴

録

』

(慶
応
元
年
撰
述
)

に

「
巻

後

四
句

」

と

い
う

一
段

(全
集
本

・
一
六
三
四
頁
)
が
あ

る

か
ら

、

こ

の

四
句

は

当

初

か

ら

付

さ

れ

て

い
た

も

の
で
あ

ろ
う

。

○
去

冷

加
氷

、

除

熱

用

湯

11

『
翻

瀾

聴

録

』

に

「
前

二
句

ハ
参

同

契

ノ
字

ヲ
用

ユ
」

(全
集
本

・
一
六
一ご
四
頁
)
と

あ

る

よ
う

に
、

こ

の
二
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句

は

『
周

易

参

同

契
』

上
篇

の

「
氷
雪

、

温

湯

を

得

ぼ

、

解

釈

し

て
太

玄

と

成

る
」

(朱
子
遺
書

・
参
同
契
考
異

・
12

a
)

え
る

。

あ
き

○
不
鰍
不
昧
ー

『
老
子
』
第
十
四
章

の

「其
の
上
、
鰍
ら
か
な
ら
ず
、
其
の
下
、
昧
か
ら
ず
」
に
拠
る
。

○
車
鬼
ー

『
易
経
』
醗
の
卦
の
上
九
の

「鬼
を
載
す
る
こ
と

一
車
」
を
踏
ま
え
る
。

後
賊

の
語
を
踏
ま

余
往
者
観
僧
洪
川
所
著
禅
海

一
瀾
者
、
不
忍
視
其
援
儒
入
仏
、
亦
撰
翻
瀾

一
巻
駁
之
。
而
今
也
自
謂
、
彼
本
学
儒
無
所
得
而
逃
入
仏
者
耳
。

与

之
相
弁
、
似
以
人
倫
与
禽
獣
争
長
短
。
亦
庶
幾
為
彼
所
動
、
可
漸
　
。
乃
賦
偶
云
、
折
花
情
是
護
花
情
。
看
花
誰
識
与
人
別
。

一
朝
徹

了
踏
三
面
。
千
枝
万
朶
任
爾
折
。
憶
、
犬
羊
樟
鹿
者
、
能
作
字
綴
文
、
能
言
儒
言
仏
。
亦
可
謂
文
明
之
瑞
　
。
復
何
餐
、
復
何
省
。

庚
午
春
日

迂
怪
子

又
識

*

私
は
以
前
、
洪
川
と
い
う
僧
侶
が
著
わ
し
た

『
禅
海

一
瀾
』
と
い
う
書
物
が
、
儒
教
を
仏
教
に
引
き
入
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
を
見
て
、

放

っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
ず
、
『
翻
瀾
』

一
巻
を
著
わ
し
て
反
駁
し
た
。
だ
が
今
で
は
こ
う
思

っ
て
い
る
、
「彼
は
も
と
も
と
儒
教
を
学
ん

だ
が
、
何
も
得
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
、
仏
教
に
逃
げ
込
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。
彼
と
論
争
す
る
の
は
、
人
間
で
あ
り
な
が
ら
禽
獣
と
長
短
を

う
た

競
う
よ
う
な
も
の
だ
。
ま
た
、
そ
の
彼
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
の
も
同
然
と
は
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
」
と
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
偶
を

詠

ん
だ
、花

を
折
る
の
情
は
是
れ
花
を
護
る
の
情
な
ら
ん
も

花
を
看
る
こ
と
誰
か
識
ら
ん
入
と
別
な
る
を

一
朝
、
旛
三
面
を
徹
了
し
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な
ん
じ

千
枝
万
朶
、
爾
の
折
る
に
任
せ
ん

洪
川
が
花

(儒
教
)
を
手
折
ろ
う
と
す
る
心
情
は
、
花
を
護
ろ
う
と
い
う
心
情
か
ら
で
あ
ろ
う
。

[だが
、
そ
の
花
の
見
え
方
が
他
の
人
と
違

っ
て
い
る
こ
と
に
誰
も
気
付
か
な
い

ひ
と
た
び
回
り
の
屏
を
取
り
払
い

花
の
咲
き
乱
れ
た
枝

々
を
君
が
手
折
る
の
に
任
せ
よ
う

あ
あ
、
犬
や
羊
や
鹿
と
い

っ
た
畜
生
の
よ
う
な
彼
で
さ
え
、
字
を
書
き
文
章
を
綴
る
こ
と
が
で
き
、
儒
教
や
仏
教
に

つ
い
て
語
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
文
明
開
化
の
瑞
祥
と
言
え
よ
う
。
い
っ
た
い
何
を
と
が
め
よ
う
か
、
い

っ
た
い
何
を
と
が
め
よ
う
か
。

し
る

明
治
三
年
庚
午

(
一
八
七
〇
)
春
日

迂
怪
子

ま
た
識
す

*

○
後
賊
11
全
集
本

・
刻
本
と
も
に
表
題
が
な
い
た
め
、
便
宜
的
に

「後
賊
」
と
し
た
。
た
だ
し
刻
本
は
巻
頭
の
序
文
に
続
け
て
こ
の
文

を
載
せ
て
い
る
。

○
折
花
情
是
護
花
情
ー
河
上
徹
太
郎

『歴
史

の
楚
音
』
(新
潮
社

・
一
九
七
七
、
一
八
〇
頁
)及
び
桂
芳
樹

『
東
沢
潟
』
(岩
国
徴
古
館
・
一
九

七
三
、
一
九
頁
)
は
、
こ
の
句

の
主
語
を
沢
潟
、
花
は
仏
教
を
指
す
も
の
と
し
て
解
釈
し
、
沢
潟
は
心
の
底
か
ら
洪
川
を
批
判
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
は
偶
全
体
の
意
味
が
通
ら
な
い
し
、
践
の
前
後
の
文
章
と
も
そ
ぐ
わ
な

い
内
容
と
な

っ
て
し
ま
お
う
。


